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なっており，総面積 2.0 × 104m2
（現在は一部が陸化している），



















































































































































































水の水量と水源の割合を図 6（1（a），1（b），2（a），2（b），3（a），3（b））に示す。2019 年 6
月に実験ゾーンおよび公共ゾーン上流池に水を供給していた深井戸（30 ｍ）が故障によ
り給水を停止したため，2019 年 6 月より前（給水停止前）および 2019 年 6 月以降（給水
停止後）別に示した。
　実験ゾーンでは 2019 年 6 月より前は深井戸からの地下水に供給水の 64％を依存してい
たため，給水停止後には水供給総量が大きく減少するとともに，池水面に直接降る降水に
よる供給の割合が 27％と増加した。公共ゾーン上流池でも 2019 年 6 月まで深井戸からの
供給水に 57％と大きく依存していたため，給水停止以降は降水の寄与率が増加するとと
もに供給水総量が大きく減少した。供給水の減少に伴い。実験ゾーンでは平均 16.1 日であっ
た池水の平均滞留時間が 2019 年 6月以降，50.3 日と 3倍以上に長期化し，公共ゾーン上
流池においても流入量の減少にともない，2019 年 6月以前は 30.0 日であった平均滞留時























1（a）実験ゾーン（2019 年 6 月以前），1（b）実験ゾーン（2019 年 6 月以降）2（a）公共ゾーン上流池（2019 年 6 月以前），2（b）公

















































1(a) Experimental zone (before June 2019)
(total =2.2×104m3/year)
1(b) Experimental zone(after June 2019)
(total=7.8×103m3/year)
2(a) Public zone upstream pond (before June 2019)  
(total=8.9×104m3/year)
2(b) Public zone upstream pond(after June 2019)
(total=2.5×104m3/year)
3(a) Public zone downstream pond
(before June 2019) (total=4.0×105m3/year)
3(b) Public zone downstream pond
(after June 2019) (total=3.3×105m3/year)
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　BL=Cr × N× DW× NC
表１　流入水の栄養塩濃度平均値
（mg/l） NO3- PO43-



























































































































































unknown オカヨシガモ ヒドリガモ アメリカヒドリ





























　2019 年 6 月上旬に発生した深井戸からの給水停止は地下水から池への窒素の供給量に
大きな変化はもたらさなかったが，停止後，実験ゾーンにおいては谷頭から 38.5m 下流
の採水地点では硝酸態窒素濃度の顕著な低下が認められた。流下に伴う顕著な硝酸性窒素




















































































1(a)Sources of N inflow into the experimental zone
(before June2019)(total N=36.1kg/year) 
3(a)Sources of N inflow into the downstream pond
(before June 2019)(total N=81.1 kg/year)
1(b)Sources of N inflow into the experimental zone
(a�er June 2019)(total N= 34.8kg/year)
2(b)Sources of N inflow into the  upsteream pond
(a�e June 2019)(total N=71.1kg/year)
3(b)Sources of N inflow into the downstream pond
(a�er June 2019)(total N=35.6kg/year)
2(a)Sources of N inflow into the K2upstream pond
(before June 2019) (total N=85.2kg/year) 
図 8　推定された窒素供給源割合
1（a）実験ゾーン（2019 年 6 月以前），1（b）実験ゾーン（2019 年 6 月以降），2（a）公共ゾーン上流池（2019 年 6 月以前），2（b）
公共ゾーン上流池（2019 年 6 月以降），3（a）公共ゾーン下流池（2019 年 6 月以前），3（b）公共ゾーン下流池（2019 年 6 月以降）
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ない，深井戸の停止前におよそ 81.1kg/ 年流入していた硝酸態窒素は 35.6kg/ 年に減少し
たと推定された。すなわち，深井戸停止後に公共ゾーン上流池から下流池へ流入する窒素
量が大きく減少したことになる。
　実験ゾーンではおよそ年間 35kg の窒素が流入し，深井戸停止前は 22kg，停止後は 8kg
が流出したと推定された。したがって，実験ゾーンの流下過程において深井戸停止前は
13kg，停止後は 27kg の窒素が失われていることになる。
　また，公共ゾーン上流池では深井戸停止前には約 85kg の窒素が流入し 64kg が流出，
深井戸停止後は 71kg の窒素が流入し，18kg が流出したと推定された。深井戸停止前は


















　深井戸の停止前は実験ゾーンにおいては年間約 2kg のリンが流入し，1.2kg が流出，停
止後は 0.49kg のリンが流入，0.43kg が流出したと推定された。一方公共ゾーン上流池で
は深井戸停止以前には 7.2kg のリンが流入，10.6kg が流出，停止後は 2.5kg が流入，3.0kg
が流出したと推定される。すなわち，流下過程において実験ゾーンではリンの量が井戸停



































































































1(a)P inflow into the experimental zone
(bfore June 2019)(total P=2.0kg/year)
1(b)P inflow into the experimental zone 
(a�er June 2019)(total P=0.49kg/year)
2(a)P flow into the upstream pond
(before JUne 2019)(total P=7.2kg/year) 
2(b)P inflow into the upper stream pond
(a�er June 209)(total P=2.5kg/year)
3(a)P inflow into the downstream pond
(before June 2019)(total P=34.6kg/year)
3(b)P inflow into the downstream pond
(a�er June 2019)(total P=27.0kg/year)
図 9　推定されたリンの供給源割合
1（a）実験ゾーン（2019 年 6 月以前），1（b）実験ゾーン（2019 年 6 月以降），2（a）公共ゾーン上流池（2019 年 6 月以前），2（b）















＊ 5　市川市 https://www.city.ichikawa.lg.jp/gre04/1521000002.html（2020 年 9 月）
＊ 6　田中直義（2020）じゅん菜池：カモの個体数（2017 年～2019,03,28），私信









 （2020.11.11 受稿，2021.3.5 受理）
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日から 50.3 日，公共ゾーン池では 30.0 日から 78.1 日と増加した。滞留時間の増加は池内
における植物による窒素吸収および脱窒の影響を増大させ，窒素濃度の低下と植生繁茂を
ひきおこした。水鳥の糞による池水への栄養塩負荷の寄与率は，窒素で 16～36％，リン
は 7～67％と推定され，水鳥の糞は本池における主要な栄養塩負荷源の一つであることが
明らかとなった。
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杉田　文：市川市「じゅん菜池」の水環境
